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経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

教
え
て
く
だ
さ
い

ー

　

過
去
２
年
間
の
予
算
は
、
シ
ー
リ
ン
グ
と
い
う

手
法
で
経
費
削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
事

業
の
優
先
順
位
を
明
確
に
す
る
も
の
で
、緊
急
性
・

重
要
性
の
高
い
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
む
半
面
、

優
先
順
位
の
低
い
も
の
は
事
業
を
縮
小
・
廃
止
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
年
度
に
対
し
て
20
年
度

は
10
％
の
削
減
を
達
成
し
た
ほ
か
、
21
年
度
は
さ

ら
に
５
％
削
減
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

南
島
原
市
の
こ
れ
か
ら
の
財
政
の
見
通
し
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か

ー

　

合
併
し
、
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、
事

務
の
効
率
化
や
職
員
の
削
減
な
ど
、
全
庁
を
あ
げ

て
支
出
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
支
出
面
で
は
高
齢
化
に

伴
う
経
常
経
費
（
扶
助
費
な
ど
）
の
増
加
、
収
入

面
で
は
、
人
口
減
な
ど
で
税
収
増
を
望
み
に
く
い

現
状
に
加
え
、
毎
年
三
十
数
億
円
受
け
て
い
る
合

併
に
よ
る
交
付
税
の
優
遇
措
置
の
段
階
的
な
減
額

を
28
年
度
に
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
的
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
（
32
年
度
に
優
遇

措
置
は
終
了
）。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
視
点
で
計

画
を
策
定
し
、
財
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
は
現
在
だ

け
で
な
く
、
未
来
の
私
た
ち
、
さ
ら
に
は
そ
の
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
、
責
任
が
あ
る
の
で
す
か

ら
。

南
島
原
市
の
20
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い

ー

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
は

黒
字
で
あ
り
、
純
粋
な
剰
余
金
も
昨
年
度
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
、
安
定
し
た
財
政
状
況
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
経
常
収
支
比

率
な
ど
の
財
政
指
標
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
で
す
。
今
回
の
決
算
の
特
徴
と
し
て
、
地
方
交

付
税
が
前
年
度
に
比
べ
て
約
９
億
円
増
加
し
た
た

め
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
大
幅
に
少
な
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
20
年
度
は
、
燃

油
高
騰
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
地
域
経
済

の
悪
化
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
景
気
回
復
優

先
の
施
策
を
追
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

そ
の
景
気
対
策
が
、
決
算
額
と
し
て
見
え
て

い
な
い
よ
う
で
す
が

ー

　

20
年
度
に
追
加
予
算
措
置
を
し
た
地
域
経
済
対

策
関
連
経
費
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
21
年
度
に
繰

り
越
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て
決
算
額
へ
の
影
響

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
21
年
度
は
、

繰
り
越
し
た
事
業
と
併
せ
て
新
規
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
は
、
地
域
経
済
へ
の
効
果
を
見
守

っ
て
い
る
状
況
で
す
。

使
っ
た
お
金
「
２
８
９
億
円
」
を
考
え
る
ー

　
「
２
８
９
億
円
」
と
聞
い
て
も
ち
ょ
っ
と
想
像
が
つ

き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
、
小
型
乗
用
車
を
使
っ
て
ど

の
く
ら
い
の
額
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ず
ば
り
、
１
５
０
万
円
の
小
型
乗
用
車
を
１
９
，
２

４
８
台
分
。
６
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
並
べ
て
い
く
と
１
１

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
ま
す
。
実
際
の
高
速
道
路

に
置
き
換
え
る
と
諫
早
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
鳥

栖
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
通
り
過
ぎ
る
ほ
ど
の
大
渋
滞
。

２
８
９
億
円
と
は
、
そ
の
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
車
を
買

う
こ
と
が
で
き
る
金
額
な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
大
き
な
お
金
で
、
南
島
原
市
が
「
買
っ
た
も

の
」
と
は
、
一
体
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　　　東
　
　
西
望（
長 

崎 

市
）

福
田
　
末
好（
加
津
佐
町
）

　　　　草
栁
　
寛
衛（
布 

津 

町
）

吉
岡
　
　
巖（
布 

津 

町
）

小
嶋
　
光
明（
布 

津 

町
）

鳥
居
　
純
毅（
有 

家 

町
）

林
田
　
安
人（
有 

家 

町
）

本
多
　
重
元（
西
有
家
町
）

小
川
　
清
剛（
西
有
家
町
）

飛
永
　
一
義（
北
有
馬
町
）

久
間
　
省
吾（
加
津
佐
町
）

　　　　金
子
　
輝
利（
西
有
家
町
）

中
村
　
鉄
則（
西
有
家
町
）

伊
藤
　
龍
雄（
西
有
家
町
）

佐
藤
　
松
枝（
西
有
家
町
）

草
野
　
弘
人（
加
津
佐
町
）

　　　　小
川
　
絹
子（
深 

江 

町
）

山
﨑
　
春
繁（
布 

津 

町
）

松
尾
　
清
子（
布 
津 

町
）

下
田
　
壽
憲（
布 
津 
町
）

下
田
偉
都
子（
布 

津 

町
）

石
本
　
フ
サ（
布 

津 

町
）

山
下
　
康
昭（
有 

家 

町
）

小
谷
　
恭
子（
有 

家 

町
）

音
部
爲
五
郎（
加
津
佐
町
）

酒
井
　
勝
夫（
加
津
佐
町
）

栗
田
　
　
博（
加
津
佐
町
）

林
田
　
敏
春（
加
津
佐
町
）

野
口
　
瀲
子（
加
津
佐
町
）

太
田
　
秀
夫（
加
津
佐
町
）

酒
井
　
勝
弘（
加
津
佐
町
）

　　　　福
島
　
巨
大（
深 

江 

町
）

山
田
　
末
継（
布 

津 

町
）

小
嶺
　
数
利（
有 

家 

町
）

大
﨑
　
　
功（
南
有
馬
町
）

山
平
　
　
博（
加
津
佐
町
）

　　　　大
平
　
久
人（
布 

津 

町
）

光
永
　
武
義（
有 

家 

町
）

猿
渡
　
　
建（
有 

家 

町
）

山
口
　
義
幸（
有 

家 

町
）

本
多
賢
一
郎（
有 

家 

町
）

林
田
　
幸
一（
有 

家 

町
）

松
岡
　
久
光（
有 

家 

町
）

田
浦
　
　
昇（
有 

家 

町
）

近
藤
　
利
幾（
西
有
家
町
）

酒
井
　
満
秋（
加
津
佐
町
）

山
平
　
　
博（
加
津
佐
町
）

　　　　　田
出
　
　
盈（
有 

家 

町
）

原
田
　
昭
雄（
有 

家 

町
）

小
淵
　
文
雄（
南
有
馬
町
）

髙
橋
　
勝
郎（
口
之
津
町
）

酒
井
　
信
助（
加
津
佐
町
）

大
村
　
政
勝（
加
津
佐
町
）

相
良
　
義
彰（
加
津
佐
町
）

北
田
　
幸
一（
加
津
佐
町
）

門
畑
　
　
一（
加
津
佐
町
）

　　　（故）
渡
辺
千
尋（
東 

京 

都
）

有家中学校吹奏楽部も
　　お祝いにかけつけました。

南島原市の決算、財政に
ついて、財政の所管部長
である総務部長に話を聞
きました。

総
務
部
長
に
聞
く  

南
島
原
市
の
決
算

〜
南
島
原
市
の
決
算
〜

市
が
２
８
９
億
円
で
買
っ
た
も
の

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
収
入
支
出
を

中
心
に
、
南
島
原
市
の
財
政
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

特集

諫早IC 鳥栖JCT東背振IC佐賀大和IC多久IC武雄北方IC武雄JCT嬉野IC東そのぎIC大村IC

「298億円」は150万円の車に換算すると19,248台分。諫早IC～鳥栖JCTを通りすぎるほどの長さになります。

　
10
月
18
日
、
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
で
、
徳
行
や
地
方
自
治
功
労
な
ど
市
政
の
各
分
野
で

優
れ
、
功
績
の
あ
っ
た
56
人
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
15
年
務
め
、
社
会
福
祉
功
労
を

受
け
た
山
下
康
昭
さ
ん
が
「
誠
に
光
栄
で
す
。
こ
れ
ま
で
社
会
の
役
に
立
つ
よ
う
努
力
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
先
輩
や
市
民
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
受
章
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

徳　
　
　

行　

徳
行
卓
越
し
、他
の
模
範
と
な

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
自
治
功
労

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

地
方
自
治
・
納
税
功
労

地
方
自
治
の
振
興
及
び
納
税
に

貢
献
し
、そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

社
会
福
祉
功
労

民
生
の
安
定
に
貢
献
し
、そ
の

功
績
顕
著
な
も
の

納

税

功

労

納
税
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
顕

著
な
も
の

そ

の

他

そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の

産

業

功

労

産
業
の
開
発
及
び
振
興
に
貢

献
し
、そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

交
通
安
全
・
防
犯
・
消
防
功
労

交
通
安
全
、治
安
の
維
持
並
び
に

水
火
災
等
の
防
護
及
び
復
旧
に

貢
献
し
、そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

社会福祉功労を受けた山下康昭さん
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半
分
を
超
え
る
義
務
的
経
費

ー

　

２
８
９
億
円
は
、
実
際
に
、
ど
う
い
う
ふ
う

に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

２
８
９
億
円
の
う
ち
、
半
分
を
超
え
る
51
％

が
義
務
的
経
費
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
義
務
的
経
費
と
は
、
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば

　

い
け
な
い
経
費
の
こ
と
で
、
人
件
費
、
扶
助

　

費
（
児
童
手
当
や
医
療
費
な
ど
）、
公
債
費

　
（
借
入
金
の
返
済
）
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り

　

ま
す
。

●
人
件
費…

全
体
の
18
％
を
占
め
る
人
件
費
は
、

　

17
年
度
の
人
件
費
と
比
較
す
る
と
、
７
億
１

　

千
万
円
の
減
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

　

民
営
化
や
支
所
機
能
の
本
庁
へ
の
集
約
な
ど

　

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
で
す
。

●
公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
費
用
）…

公
債
費

　

の
占
め
る
割
合
は
、
19
％
。
ち
ょ
っ
と
多
い

　

の
で
は
？
と
感
じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

　

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
数
十
年

　

と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
使
う
道
路
や
建
物

　

は
、「
作
っ
た
世
代
」
だ
け
で
な
く
、「
使
う

　

世
代
」
も
そ
の
費
用
を
支
払
う
べ
き
、
と
い

　

う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

　

事
業
を
い
っ
た
ん
行
う
と
、
後
世
の
人
た
ち

　

に
は
、
負
担
の
義
務
が
否
応
な
く
生
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
借
入
金
に
は
利
息
が
つ
き
ま
す
（
20

　

年
度
５
億
５
千
万
円
）
の
で
、
事
業
は
、
慎

　

重
に
検
討
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
う
ち
投
資
的
経
費
は
13
％
ー

　

義
務
的
経
費
に
対
し
て
、
道
路
や
公
共
施
設

な
ど
の
建
設
費
や
自
然
災
害
の
復
旧
に
要
す
る

費
用
の
こ
と
を
投
資
的
経
費
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
計
に
例
え
る
と
自
宅
の
増
改
築

や
車
の
購
入
経
費
に
相
当
す
る
も
の
で
、
安
心

で
快
適
な
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
経
費
で
あ

り
、
取
得
し
た
後
も
継
続
し
て
使
用
で
き
る
財

産
と
な
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

ほ
か
の
経
費
の
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
消
費
的
経
費…

各
種
事
業
や
団
体
へ
の
補
助

　

金
・
負
担
金
や
公
共
施
設
の
維
持
補
修
に
要
す

　

る
経
費
で
す
、家
計
に
例
え
る
と
自
治
会
費
や

　

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
会
費
な
ど
、主
に
後
年

　

度
に
残
ら
な
い
経
費
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

●
そ
の
他
の
経
費…

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保

　

健
や
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
に
対
す
る

　

繰
出
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
計
を
別

　

に
し
て
い
る
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
に
あ
た
り

　

ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
以
外
に
も
基
金
へ
の
積

　

み
立
て
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
家
庭
で
い

　

う
預
金
に
相
当
し
ま
す
。

　

以
上
、
全
体
的
に
見
る
と
自
分
で
稼
い
だ
給

料
（
自
主
財
源
）
で
は
、
必
要
な
生
活
費
（
義

務
的
経
費
）
を
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
親
・
兄
弟

か
ら
援
助
（
依
存
財
源
）
し
て
も
ら
い
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
状
況
と
い
え
ま
す
。

　

南
島
原
市
が
自
由
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
お

金
は
、「
も
と
も
と
非
常
に
少
な
い
」
こ
と
が

お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
限
ら
れ
た
お
金
（
＝
予
算
）
の
中

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
は
行
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

で
は
、「
南
島
原
家
」
は
ど

ん
な
家
庭
？

　

自
分
の
家
計
簿
を
見
た
だ
け
で
は
、

良
い
悪
い
の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

家
族
構
成
な
ど
が
似
て
い
る
家
庭

（
類
似
団
体
）
と
大
ま
か
に
比
較
す

る
と
、
歳
入
で
は
親
・
兄
弟
か
ら
の

援
助
（
依
存
財
源
）
が
特
に
大
き
く
、

歳
出
で
は
預
金
（
積
立
金
）、
借
金

の
返
済
（
公
債
費
）
そ
れ
に
家
の
改

築
費
用
（
投
資
的
経
費
）
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
着
実
に
借
金
を

返
済
し
な
が
ら
も
、
必
要
な
事
業
は

実
施
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

36億8,201万5千円
市民税、固定資産税、軽自動
車税など

市税 13%

8億5,406万6千円
事業実施にあたり受益者から徴
収するもの、使用料や証明書な
どを交付する際の手数料など

分担金および使用料など 3%

4億5,726万3千円
前年度から繰り越しされたもの

繰越金 2%

4億7,525万5千円
繰入金、財産収入・寄付金、諸
収入など

その他 1%

137億6,282万5千円
地方自治体が全国水準の行政を
行えるように交付されたもの

地方交付税 46%

29億1,635万1千円
国が認める事業費に対し、国
から交付されるもの

国庫支出金 10%
29億1,323万5千円
県が認める事業費に対し、県
から交付されるもの

県支出金 10%

35億5,040万円
事業を行うために借りたもの

市債 12%

9億4,662万3千円
国または県が徴収した税金か
ら一定割合で譲与されるもの

地方譲与税等 3%

依存財源  81%
地方交付税や県補助金など、国や県の意思により、定められた額を

交付されたり割り当てられたりする収入

自主財源  19%
市税や施設使用料、住民票発行手数料など、市が自主的に得る収入

依存財源依存財源依存財源
240億8,943万4千円240億8,943万4千円240億8,943万4千円

自主財源自主財源自主財源
54億6,859万9千円54億6,859万9千円54億6,859万9千円

市の収入総額 億 , 万 千円

53億638万６千円
職員や特別職の給与、議員や各
種委員の報酬など

人件費 18%

26億712万7千円
市の施設の維持、補修に要す
る経費

維持補修費
物件費 9%

30億6,706万3千円
各事業や団体への補助金・負
担金に要する経費

補助費等 11%

39億1,840万8千円
児童手当や医療費、生活保護
などに要する経費

扶助費 14%

55億2,991万3千円
道路や学校などの公共施設の
建設整備等のために借り入れ
た借金の返済に要する経費　

公債費 19%

38億1,438万円
道路、学校、海岸保全などの
建設に要する経費
自然災害などにより被災した施
設などの復旧に要する経費

普通建設事業費
災害復旧事業費 13%

16億4,180万2千円
投資および出資金・貸付金、積立金 6%

29億8,711万9千円
国民健康保険や老人保健、水道事業など
特別会計へ繰り出す経費

繰出金 10%

義務的経費  51%
歳出のうち支出が義務付けられ、任意に節減できない経費　 道路、学校、海岸保全などの建設、災害復旧に要する経費

投資的経費  13%

その他の経費  16%
国民健康保険・老人保健、水道事業など特別会計への繰出金や基金
への積み立てに要する経費

業務委託料・使用料、施設の維持・補修、各事業や団体への補助
金・負担金に要する経費

消費的経費  20%

義務的経費義務的経費
147億5,470万7千円147億5,470万7千円

投資的経費
38億1,438万円
投資的経費

38億1,438万円

消費的経費
56億7,419万円
消費的経費

56億7,419万円
その他の経費

46億2,892万1千円
その他の経費

46億2,892万1千円

市
道
陣
場
線
整
備 

６
，８
４
４
万
円（※

）

　

今
年
５
月
に
開
通
し
た
陣
場
線
（
全
線
２
，

１
６
９
メ
ー
ト
ル
）。
南
有
馬
町
の
浦
田
・
大
江

方
面
か
ら
、
広
域
農
道
や
雲
仙
・
小
浜
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。
道

路
沿
線
に
あ
る
南
有
馬
運
動
公
園
に
は
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
が
、
開
通
に
よ
り
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
訪
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
原
城
文
化
セ
ン
タ
ー
や
西
望
公
園
に
大

型
バ
ス
で
行
き
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
特
徴
で

す
。
訪
れ
る
観
光
客
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
、

今
後
は
交
流
人
口
の
増
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

憩
い
の
広
場
整
備 

３
，
１
３
８
万
円

　

役
場
が
な
く
な
っ
て
、

寂
し
い
気
持
ち
も
正
直
あ

り
ま
す
が
、
商
店
街
の
中
に
緑
の
多
い
公
園
が
で
き

て
ず
い
ぶ
ん
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

近
く
の
保
育
園
児
が
よ
く
散
歩
で
訪
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
特
に
ト
イ
レ
は
立
地
の
良
さ
も
あ
っ
て
、

よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
全
体
的
に
、
利

用
者
は
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

今
後
も
市
民
の
交

流
の
場
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

バ
ス
停
の
整
備
（
布
津
支
所
前
ほ
か
）

　
　
　

  　
　
　
　
１
，
０
３
０
万
円

　

県
工
事
と
し
て
行
わ
れ
た
布
津
町
の
２
カ
所
の

バ
ス
ベ
イ
整
備
（
繰
り
越
し
事
業
と
し
て
、
現
在

も
６
カ
所
を
整
備
中
）
に
併
せ
、
市
で
も
バ
ス
シ

ェ
ル
タ
ー
（
上
屋
）
を
整
備
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
走
り
や
す

い
道
路
が
期
待
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
の
利
用
者
に
と
っ
て

も
快
適
な
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※20年度事業費。総事業費は14億２,３３７万円

旧加津佐庁舎は
市民の憩いの広場として
生まれ変わりました

近隣にお住まいの
本多  勝さん

「島鉄廃止でバスが増便になっ
た最初のころは、バスの後ろに
行列ができることが、時々あり
ましたが、バスベイの整備が進
み、行列はあま
り見かけなくな
りましたね」　

三潮タクシー　  
　　　　石橋正共さん

南島原市の平成20年度の決算について市の支出総額 億 , 万 千円

特集  南島原市の決算 特集  市が289億円で買ったもの

から
見てみよう決算 ①

市がどう変わったか

から
見てみよう決算 ②

市がどう変わったか

から
見てみよう決算 ③

市がどう変わったか

国道まで続く陣場線
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平
成
20
年
度
の
主
な
事
業

ー

　

限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、

南
島
原
市
で
は
、
南
島
原
市
総
合
計
画
に
沿
っ

た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
重
点
的
に
予
算
を
配

分
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
事
業
を
実
施
。
経
費

節
減
に
努
め
な
が
ら
、
重
点
的
な
予
算
の
配
分
、

支
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
の
主
な
事
業
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

市
の
財
政
状
況
は
、
適
正
か
？

ー

　

国
で
は
、
健
全
化
判
断
比
率
と
い
う
指
標
を

用
い
、
自
治
体
の
財
政
状
況
が
、
健
全
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
ま
す
。
健
全
化
判
断

比
率
は
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の

指
標
か
ら
な
り
ま
す
。
南
島
原
市
の
状
況
は
、

上
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
て
、
南
島
原
市
の

財
政
状
況
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
健
全
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、

税
収
の
減
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
多
い
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
比
率
を
注
意
深
く
見
守
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま　
と　
め

ー

　

南
島
原
市
が「
２
８
９
億
円
で
買
っ
た
も
の
」、

そ
れ
は
市
民
皆
さ
ん
の
生
活
、
そ
し
て
安
全
で

し
た
。
何
よ
り
も
大
切
な
皆
さ
ん
の
命
を
守
り
、

生
活
を
守
る
。
あ
る
い
は
、
よ
り
快
適
な
生
活

を
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
。
そ
の
た
め
の
お
金
だ

か
ら
こ
そ
、
南
島
原
市
で
は
、
お
金
の
こ
と
を

大
事
に
考
え
、
大
事
に
使
い
、
と
き
に
は
積
み

立
て
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
決
算
と
は
、
１
年
単
位
の
結
果
を
表
し
た

も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
お
金
は
過
去
か
ら
受

け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
未
来
へ
引
き
継
ぐ
べ

き
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
笑
顔
の
た
め
に
、「
今
、
お
金
を
ど
う
使
う

べ
き
か
」
を
考
え
て
み
る
と
、
違
う
今
日
、
違

う
明
日
が
、
見
え
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　これまで、一般会計の赤字などの比率により財政状況を判断してきましたが、平成19年６月の「地方公共団体の
財政の健全化に関する法律」制定により、特別会計や一部事務組合などの状況も反映させ、財政悪化がすすむ県や
市町村の財政破たん（倒産）を未然に防ぐために、毎年度決算の際に健全化判断比率および資金不足比率を算定し、
監査委員の審査を受け議会に報告し、公表することとなりました。
　南島原市の数値は、昨年と同様、いずれも国の定める基準を下回っており、健全な財政運営がなされていること
を示していますが、各比率が悪化して国の基準を超えないよう、これからも「行政改革大綱」や「集中改革プラ
ン」に基づき、行財政改革を推進していきます。

健全化段階 早期健全化段階

早期健全化基準 財政再生基準

再生段階健全化段階
0％

早期健全化段階

早期健全化基準 財政再生基準

再生段階 該当する会計
←健全 悪化→

　健全化判断比率等が早期健全化基準（経営健全化基準）以上の場合、議会の議決を経て財政健全化計画を
定め、財政の健全化に向けて計画的に取り組まなければなりません。
　さらに、財政再生基準以上の場合には、議会の議決を経て財政再生計画を定め、総務大臣の同意を得な
ければ、一部を除き地方債を借りることもできなくなります。

　一般会計等の実質的な赤字額が、標準的な収入
に対してどれくらいの割合になるかを示します。

実質赤字比率

　全会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対
してどれくらいの割合になるかを示します。

連結実質赤字比率

　南島原市の実質的な借入金の返済額が、標準的な収
入に対してどれくらいの割合になるかを示します。

実質公債費比率

　南島原市が抱える実質的な負債の残高が、標準的な
収入に対してどれくらいの割合になるかを示します。

　各公営企業の資金不足額が、事業の規模
に対してどれくらいの割合になるかを示し
ます。

将来負担比率

17.58％
0％

0％

0％

40％

25％

13.5％

350％

53.5％

35％

南島原市は
赤　字　額 なし

南島原市

南島原市

12.58％ 20％南島原市は
赤　字　額 なし

20％
0％
南島原市は
赤　字　額 なし

■資金不足比率

　健全化判断比率には、次の４つの指標が
あります。

■健全化判断比率

経営健全化基準経営健全化基準

国老国老
特別会計のうち
国民健康保険事業
老人保健
後期高齢者医療など

公営公営 特別会計のうち
水道事業などの
公営企業会計 組合組合 一部事務組合

広域連合など
の会計 三セク三セク 第三セクター

などの会計一般一般 一般会計

一般一般

一般一般

一般一般

国老国老

国老国老

公営公営

公営公営組合組合

一般一般国老国老公営公営

公営公営

組合組合三セク三セク

内　容 世界遺産登録に向けた企画
展、地域振興フォーラムの
開催など

事業費 17,082千円

世界遺産登録活動推進事業

内　容 各種がん検診および健康診
査の実施

事業費 51,616千円
内　容 農産物共同生産施設や集出

荷貯蔵施設の整備。
●花き低コスト耐候性ハウス………
　７棟（深江地区ほか）
●トマト低コスト耐候性ハウス……
　１棟（諫早市）
●メロン低コスト耐候性ハウス……
　５棟（有家地区ほか）　　　など

事業費 318,614千円

強い農業づくり交付金事業 住民健康診査事業（妊婦・乳幼児含む）

内　容 協働のまちづくりを推進す
る自治会活動に対する補助

事業費 54,661千円
内　容 農林水産業にかかる原油高

騰対策補助
●施設園芸などで使用する重油費助成
●生産資材、飼料購入費用の助成
●船底塗装に要する費用の助成
　など

事業費 105,772千円

原 油 高 騰 対 策 事 業

内　容 市道の整備事業

●市道陣場線改良工事（南有馬地区）
●市道陣之内下藤原線改良工事
　（有家地区）
●市道町早崎線循環線改良工事
　（口之津地区）
●廃止鉄道踏切箇所改良工事（全域）
　など

事業費 429,303千円

道 路 新 設 改 良 費

内　容 防災行政無線を統
合するための機器
整備

事業費 125,240千円

防災行政無線整備事業

内　容 学校施設の耐震診断
●小学校…16校
●中学校…８校

事業費 71,604千円

小中学校施設改修
耐 震 補 強 事 業

内　容 １万５千世帯に
給付金を交付

事業費 736,287千円

定 額 給 付 金 事 業

内　容 566人に
36,000円を交付

事業費 20,376千円

子育て応援特別手当

協 働 の ま ち づ く り 事 業

Ｊ
Ａ
馬
鈴
し
ょ
選
果
施
設

２
億
７
，８
１
０
万
円（※

）

　

以
前
は
、
施
設
の
能
力
不

足
で
選
果
が
間
に
合
わ
ず
、

高
値
の
時
期
を
逃
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

導
入
後
は
、
高
い
選
果
能
力
を
生
か
し
、
高
値

の
時
期
に
的
確
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
選
別
精
度
の
向
上
、
選

果
機
選
別
の
割
合
増
加
（
手
詰
め
の
減
少
）
な
ど
、

よ
い
要
因
が
重
な
り
、
市
場
で
の
評
価
も
日
に

日
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
の
安
全

は
私
た
ち
の
最
大
の
関
心
事
で
も
あ
り
ま
す
が
、

導
入
し
た
施
設
に
は
、
生
産
者
追
跡
（
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
機
能
も
兼
ね
備
え
て
お
り
、

万
一
の
場
合
な
ど
も
、
皆
さ
ん
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
お
い
し
く
て
安
全
な
地
元
の
馬
鈴

し
ょ
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

から
見てみよう決算 ④

市がどう変わったか

※補助金額。総事業費は５億８,４０１万円

　　　　　南島原市の健全化判断比率等の状況（平成20年度決算）　　　　　南島原市の健全化判断比率等の状況（平成20年度決算）財チェック！！財チェック！！

金子知事も視察に訪れました JA島原雲仙南部基幹営農センター長　宮田守夫さん

平成20年度の南島原市の主な事業

特集  南島原市の決算 特集  市が289億円で買ったもの
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●
支
給
対
象

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
が
出
産
し
た
と
き
（
妊

娠
４
カ
月
以
上
の
出
産
、
死
産

流
産
な
ど
を
含
む
）。
た
だ
し
、

１
年
以
上
継
続
し
て
会
社
に
勤

務
し
て
い
た
人
が
退
職
後
６
カ

月
以
内
に
出
産
し
た
場
合
に
は
、

以
前
に
加
入
し
て
い
た
健
康
保

険
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
方
法

　

出
産
費
用
に
出
産
育
児
一

時
金
を
直
接
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
国
民
健
康
保

険
か
ら
医
療
機
関
な
ど
に
出

産
育
児
一
時
金
を
支
払
う
方

法
に
、
原
則
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

　

出
産
費
用
が
出
産
育
児
一

時
金
を
超
え
る
場
合
は
超
え

た
金
額
を
医
療
機
関
な
ど
へ

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

出
産
費
用
が
支
給
額
以
内

の
場
合
は
差
額
を
支
給
し
ま

す
の
で
、
市
役
所
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※

一
部
取
り
扱
い
が
で
き
な

　

い
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
出
産
育
児
一
時
金
が
、
平
成
21
年
10
月
１
日

よ
り
35
万
円
か
ら
39
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
す
る
医
療
機
関
な
ど
で
出
産
し
た

場
合
の
額
は
、
42
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
受
け
取
る
老
齢
年
金
の
年
額
が
一
定
以
上
の

場
合
、
毎
回
の
年
金
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
ま
す
。

●
65
歳
未
満　

年
金
額
１
０
８
万
円
以
上

●
65
歳
以
上　

年
金
額
１
５
８
万
円
以
上

※

右
記
よ
り
少
な
い
人
の
源
泉
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

源
泉
徴
収
に
あ
た
っ
て
は
、「
公
的
年
金
等
の
受
給
者

の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
も
と
に
、
配
偶
者
控
除
や
扶

養
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
計
算
し
て
、
税
の
算
定
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。（
通
知
ハ
ガ
キ
は
、
11
月
上
旬
に
対
象

者
へ
送
付
し
ま
す
。
対
象
と
な
ら
な
い
人
に
は
、
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
）。

　
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
を
提
出
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
各

種
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ず
、
源
泉

徴
収
税
額
が
多
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

提
出
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
要
件

●
支
給
対
象
者

　

２
年
以
内
に
離
職
し
、
住
宅
を
喪

　

失
ま
た
は
喪
失
す
る
恐
れ
の
あ
る

　

人
で
、就
労
意
欲
を
有
す
る
人（
公

　

共
職
業
安
定
所
へ
の
求
職
申
し
込

　

み
が
必
要
で
す
）

●
収
入
要
件

　

原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
人
。
た

　

だ
し
、
臨
時
的
な
収
入
や
家
族
の

　

収
入
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
収

　

入
見
込
額
の
合
計
が
次
の
金
額
以

　

下
で
あ
る
こ
と

・
単
身
世
帯　

８
万
４
千
円

・
複
数
世
帯　

17
万
２
千
円

※

こ
の
ほ
か
、
貯
蓄
額
の
上
限
や
国

　

の
雇
用
施
策
制
度
な
ど
（
公
共
職

　

業
安
定
所
に
お
け
る
就
職
安
定
資

　

金
融
資
、
訓
練
・
生
活
支
援
給
付

　

な
ど
）
の
受
給
に
よ
り
、
住
宅
手

　

当
を
支
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。
ま
た
、
受
給
期
間
中
は
、

　

常
用
就
職
に
向
け
た
就
職
活
動
が

　

必
要
で
す
。

▼
支
給
な
ど

●
支
給
月
額
（
上
限
額
）

・
単
身
世
帯　

２
万
８
千
円

・
複
数
世
帯　

３
万
６
千
４
百
円

※

た
だ
し
、
上
限
額
の
範
囲
内
に
お

　

い
て
は
、 

賃
借
す
る
住
宅
の
賃
料

　

月
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
支
給
期
間
な
ど

　

６
カ
月
以
内
（
た
だ
し
翌
年
度
に

　

ま
た
が
る
月
分
に
つ
い
て
は
、
翌

　

年
度
、
審
査
な
ど
を
行
い
ま
す
）

●
支
給
方
法

　

住
宅
の
貸
主
又
は
貸
主
か
ら
委
託

　

を
受
け
た
事
業
者
に
直
接
振
り
込

　

み
ま
す
。

支
給
要
件
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
離
職
者
で
就
労
能
力
お
よ
び
就
労
意
欲
の
あ
る
人
で
、
住
宅
を
喪
失
ま
た
は
喪
失

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
住
宅
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
併
せ
て
、
住
宅
お

よ
び
就
労
機
会
の
確
保
支
援
を
行
い
ま
す
。

急な発熱（38℃以上）と喉の痛みなどで医療機関を受診するときの注意事項
●受診しようと考えている医療機関に電話で連絡し、マスクをつけて行きましょう。

●夜間の救急外来への受診は避け、診療時間内にかかりつけ医を受診しましょう。
　ただし、呼吸が苦しい、意識がもうろうとしているなど、重い症状がある場合は、
　なるべく早く医師に相談しましょう。

急な高熱！でも、あわてないで。
－インフルエンザを拡げないために、
　　　　みんなで協力して取り組みましょう－

●帰宅時・食前だけでなく、外出先でも手洗いを
　心がけましょう。
●地域で流行してきたらできるだけ人ごみを避け
　ましょう。

●咳エチケットのためにマスクをつけ、手洗いを
　心がけましょう。
●できるだけ他の人に会わないようにしましょう。

新型インフルエンザ予防のために 新型インフルエンザにかかったかなと思ったら

これからの
インフルエンザ
対策

　

天
皇
陛
下
は
、本
年
１
月
７

日
で
御
在
位
20
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
11
月
12
日
に
挙

行
さ
れ
た
「
天
皇
陛
下
の
即

位
の
礼
」
に
ち
な
み
、
本
年

11
月
12
日
に
、
天
皇
陛
下
御

在
位
二
十
周
年
記
念
式
典
が

国
立
劇
場
で
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

お
祝
い
の
意
を
表
す
た
め
、

各
家
庭
で
も
国
旗
を
掲
げ
ま

し
ょ
う
。

も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

10
月
１
日
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が

　
　

  

４
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

問 

市
民
生
活
部 

市
民
課 

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
０

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

問 

市
民
生
活
部 

市
民
課 

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
０

就
労
意
欲
の
あ
る
人
に
、

　
　
　
　
　
　
　
住
宅
手
当
を
支
給
し
ま
す

問 

福
祉
保
健
部 

地
域
福
祉
課
総
務
班 

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
１

新型インフルエンザ相談窓口　新型インフルエンザの相談にお答えします。
南　高　医　師　会…☎０９５７（７３）３５６０ 【休日および時間外 ☎０９０（８７６１）９４０３】
県　南　保　健　所…☎０９５７（６２）３２８７
南島原市新型インフルエンザ対策本部（健康対策課）…☎０５０（３３８１）５１４１

11月12日㈭は、国旗を掲揚しましょう
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ちん りょうこう
毎月、国際交流員の陳 凌弘さんが中国の言葉を紹介‼

老後生活は、こんなに長い！ 老後生活は、こんなにお金がかかる！

　今回は、私のふるさとの誇り「土楼」を紹介します。この「土楼」は昨年世界文
化遺産に登録された、数百人が暮らすことができるドーナツ状の建築物です。この
施設の特徴は、円の内側は中庭つき集合住宅、円の外側は堅牢な城塞となっている
ことです。もともとは、３世紀、異民族の侵入に追われ南下し続けた客家の人々が、
安住のために築いたもので、堅牢で、耐震・耐火性に優れています。自慢できる「世
界遺産」がふるさとにある、という喜びは、換え難いものがあります。南島原も登
録活動が活発なようですが、こうした遺産を一緒に守り育てていきましょう。

●開 催 日　12月13日日

●集合場所　加津佐グラウンド
　　　　　 （加津佐Ｂ＆Ｇ海洋センターグラウンド）

●参加資格　小学４年生以上で健康な人
　　　　　 （ただし、小学生は市内在住者とする）

●チーム編成
・１チームにつき６人編成
　（ただし、⑥～⑧の区分は小学４年生以上）
・①一般男子③中高校生男子は、男女混成チーム可
・⑤中学生以上オープンは、区分枠に関係なく編成可
・⑥小学生男子は、男女混成の編成可（４年生以上）
・⑧小学生オープンの部は、補欠選手救済措置

●申込方法
　所定の申込用紙、誓約書に必要事項を記入し、署名押
　印のうえ、郵送または持参ください。申込用紙は、申
　込先に備えています。また、市ホームページからもダ
　ウンロードできます。
　※小・中・高校生は保護者の承諾書が必要です。

　申込期限　１１月２０日㈮

▼申し込み・お問い合わせ　

・南島原市口加駅伝競走大会実行委員会
　（教育総務課 加津佐教育振興班内）
　〒859-2601南島原市加津佐町己2792ー2
　☎ ０５０（３３８１）５１９４

・教育委員会 スポーツ振興課
　〒859-2412南島原市南有馬町乙1023
　☎ ０５０（３３８１）５０８4　
　または、各地区教育振興班

＊講 師　佐世保西高校教諭  尾 崎 淳 一 先生
　（長崎陸上競技協会強化副部長）
＊時 間　午前１０時５０分（約１時間）
＊場 所　加津佐グラウンド
＊対 象　競技を終了した小学生

中距離走ランニング講習会
（申込不要）

同時
開催

●大会日程

●出場区分コース
区　　分 コ  ー  ス

①一般男子

②一般女子

③中高生男子

④中高生女子

⑤中学生以上オープン

１・３・４・６区
（Ｂ＆Ｇ～堀川橋～宮原橋周回コース）
２・５区
（Ｂ＆Ｇ～宮原橋～宮原橋周回コース）
全長 １３.２㎞
（１区：3.0㎞／２区：2.4㎞／３区1.7㎞／
  ４区：1.3㎞／５区：2.4㎞／６区：3.0㎞）

⑥小学生男子

⑦小学生女子

⑧小学生オープン

Ｂ＆Ｇ～宮原橋周回コース
３周：全長 ７.２㎞
（１区：1.1㎞／２区：1.3㎞／３区1.1㎞／
  ４区：1.3㎞／５区：1.1㎞／６区：1.3㎞）

8：20～8：50
9：00

9：45（スタート）

10：45（スタート）

12：15

受け付け
開 会 式

⑹小学生男子
⑦小学生女子
⑧小学生オープン

①一般男子
②一般女子
③中高生男子
④中高生女子
⑤中学生以上オープン

閉 会 式

トゥーロー

ハッカ

も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

「私のふるさと福建省の

 　　 世界遺産「土楼」」
トゥーロー

　民間移譲に係る選考委員会から
選考結果の報告を受け、移譲先法
人を次のとおり決定しました。

▼移譲先法人
•市立西有家保育所
　社会福祉法人　めばえ福祉会
　（西有家町 長野保育園）
•市立南有馬大江保育所
　社会福祉法人　新切福祉会
　（有家町 新切保育園）

▼応募法人数
•市立西有家保育所　　　４法人
•市立南有馬大江保育所　３法人

▼移譲予定日
　平成22年４月１日

問 福祉保健部 地域福祉課
　 ☎ 0 5 0（ 3 3 8 1 ）5 0 5 1

市立西有家保育所と
市立南有馬大江保育所の
民間移譲先法人の決定 　65歳からの平均余命は、男性で18年、女性で23年といわれ、

家計費は夫婦2人で年間272万円といわれています。農業委員会
では、国民年金だけでは不足しがちな老後の暮らしを、農業者年
金で応援しています。

農業者の皆さん! 老後の備えは万全ですか？
問  農業委員会事務局　☎０５０（３３８１）50９０

●少子・高齢化時代に強い積立方式の年金！
●終身年金で８０歳までの保証付き！
●支払った保険料は全額保険料控除！
●認定農業者などには、保険料に国庫補助あり！
　～農業者であれば、広く加入いただけます～

※各欄の金額が節税効果で、保険料支払い後も適用される税率に変動が
　ないものとして試算しています。

▼保険料支払いによる節税効果の試算（所得税・住民税）

▼農業者年金のメリット

15％の場合

　税　率　

20％の場合

30％の場合

36,000円

月額２万円
（年額24万円）の場合

月額５万円
（年額60万円）の場合

月額6万7千円
（年額80万4千円）の場合

48,000円

72,000円

90,000円

120,000円

180,000円

120,600円

160,800円

241,200円

保　険　料　の　額　が

農業者年金は老後生活をがっちりサポート
公的年金
ならではの
税制上の
優遇措置

一定の要件を満たす人
に月額最高１万円、通
算すると最大で 216
万円

65歳からの平均余命は… 夫婦２人の場合 老後の家計費 年間：272万円

年間：114万円
（1カ月あたり約10万円）

　　　　不足

国民年金だけでは… 年間：158万円

漳州市南靖県田螺坑土楼群
タ ニシショウシュウ ナンセイ コウ

参 加 チ ー ム 募 集
加津佐Ｂ＆G海洋センター
グラウンド
加津佐Ｂ＆G海洋センター
グラウンド
加津佐Ｂ＆G海洋センター
グラウンド

12月13日㈰ ９:45スタート
加津佐グラウンド
■主催：南島原市口加駅伝競走大会実行委員会
■共催：南島原市・南島原市教育委員会

12月13日㈰ ９:45スタート
加津佐グラウンド
■主催：南島原市口加駅伝競走大会実行委員会
■共催：南島原市・南島原市教育委員会

12月13日㈰ ９:45スタート
加津佐グラウンド
■主催：南島原市口加駅伝競走大会実行委員会
■共催：南島原市・南島原市教育委員会

　 第３回
南島原市口加駅伝競走大会
　 第３回
南島原市口加駅伝競走大会
　 第３回
南島原市口加駅伝競走大会

南有馬
大江保育所

西有家保育所
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問 企画振興部 企画振興課 ☎050（3381）5030  ℻0957（82）3086  E-mail: kikaku@city.minamishimabara.lg.jp

ろくべえ大食い日本一決定戦
出場者募集中！

お 市商工会深江支所 ☎０９５７（７２）２８９１

お 市商工会加津佐支所 ☎０９５７（８７）３０８３

い
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も
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い
ち
ょ
う

し
ゅ
っ

せ
い

い

ら
い

さ
い

は
な
じ
ゅ
う
じ

も
ん

し
り
ょ
う
て
き
か

ち

ひ
ょ
う
か

い

ど
う

き
ざ

ち
ょ
う
さ

ほ

せ
い
れ
き
ね
ん

ね
ん

ご
う

げ
ん

ひ

す

き

り

し
た
ん

ぼ

ひ

こ

ゆ
う
め
い

し

く
に

し

て
い

し

せ
き

げ
ん
ざ
い

き
ょ
う

ど
う

ぼ

ち

な
い

す
な

か
わ

加
津
佐
町
岩
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
農
水
産
物
の
即
売
会　
　
　

●
抽
選
会　
　
　

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー　
　

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

●
自
治
会
対
抗
綱
引
き
大
会

　
農
水
産
物
の
即
売
会
や
郷
土
料
理
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
な
ど
大
勢
の
人
で
賑
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
町
内
園
児
や
児
童
に
よ
る
踊
り
、
抽

選
会
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
そ
の
他
、
自
治
会
対
抗
綱
引
き
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

郷土料理
試食会

　
地
元
の
郷
土
料
理
で
あ
る
「
ろ
く
べ
え
」
の
大
食
い
大
会
な
ど

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
会
場
内
に
は
深
江
の
特
産
品
で
あ
る
車
エ
ビ
や
長
崎
牛
が
試
食
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
、
地
元
の
特
産
物
が
お
手
ご
ろ
な
価
格
で
購
入
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

●
も
ち
ま
き

●
ろ
く
べ
え
大
食
い
日
本
一
決
定
戦
！

●
特
産
品
・
名
物
べ
っ
た
ら
も
ち
販
売

●
お
楽
し
み
抽
選
会

車エビ・長崎牛
郷土料理ろくべえ

試食会

深
江
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
深
江
庁
舎
横
）

豪華賞品が当たる「にこにこスタンプラリー」抽選会など健康や福祉を
「見て、体験して、楽しめる」コーナーがたくさんあります。

11月15日日
午前９時30分～午後１時30分
ありえコレジヨホール・有家保健センター
※詳しくは別途お配りする「チラシ」をご覧ください。
※都合により、時間・内容等が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
と

　
　
　
　
吉
利
支
丹
墓
碑

　

一
般
的
に
「
き
り
し
た
ん
ぼ

ひ
」
と
い
う
と
「
キ
リ
シ
タ
ン
墓

碑
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
ま
す

が
、
西
有
家
町
須
川
の
も
の
は

「
吉
利
支
丹
墓
碑
」
と
漢
字
で
書

き
ま
す
。「
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
」

は
、墓
碑
の
グ
ル
ー
プ
で
、「
吉
利

支
丹
墓
碑
」と
は
、
西
有
家
の
墓

碑
だ
け
を
指
す
こ
と
ば（
固
有
名

詞
）
で
す
。ち
ょ
っ
と
や
や
こ
し

い
で
す
が
、「
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

の
吉
利
支
丹
墓
碑
」な
の
で
す
。

意
外
と
小
さ
い
？

　
　
　
　
吉
利
支
丹
墓
碑

　

国
指
定
史
跡 

吉
利
支
丹
墓

碑
は
、キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓（
墓

碑
）
で
、１
９
２
９
（
昭
和
４
）

年
に
現
在
も
置
か
れ
て
い
る
共

同
墓
地
内
の
土
中
か
ら
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
長
さ
は
約
１
．
２

メ
ー
ト
ル
、「
は
ば
」
は
約
０
．

６
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
天
草
石

と
い
わ
れ
る
砂
の
岩
で
で
き
て

い
ま
す
。　

本
物
を
見
る
と「
意

外
と
小
さ
い
ね
」
と
い
う
人
も

多
い
よ
う
で
す
。

　

か
ま
ぼ
こ
型
の
墓
碑
の
前
面

に
は
小
さ
い
十
字
が
彫
ら
れ
、

そ
の
下
に
は
、
ロ
ー
マ
字
で
、

文
字
（
碑
文
）
が
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、「
ヒ
リ
作
右

衛
門
デ
ィ
オ
ゴ
は
、
１
６
１
０

年 

慶
長
15
年
10
月
16
日
の
出

生
以
来
（
83
歳
）
ま
で
生
き
た
」

と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
花
の
形
を

し
た
花
十
字
紋
と
い
わ
れ
る
十

字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
料
的
価
値
と
美
し
さ

　

た
く
さ
ん
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン

墓
碑
の
う
ち
、
吉
利
支
丹
墓
碑

が
高
い
評
価
を
受
け
、
国
指
定

史
跡
に
指
定
（
昭
和
34
年
）
さ

れ
た
の
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
こ
の
墓
碑
は
、
江
戸

時
代
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
が
ど

の
よ
う
に
広
ま
っ
て
い
っ
た

か
、
と
い
う
資
料
と
し
て
、
大

変
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

が
、
移
動
な
ど
で
ど
こ
か
ら
持

ち
出
さ
れ
た
も
の
か
わ
か
ら
な

い
の
に
対
し
て
、こ
の
墓
碑
は
、

発
見
場
所
が
は
っ
き
り
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
し
さ
も
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
半

円
柱
形
の
墓
碑
で
あ
る
こ
と
、

花
十
字
紋
、
刻
ま
れ
た
碑
文
な

ど
、
そ
の
ど
れ
も
が
、
美
し
く
、

と
て
も
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
碑
文
は
、
近
年
の
調
査

で
、
ロ
ー
マ
字
で
彫
ら
れ
た
も

の
と
し
て
は
、
日
本
で
最
も
古

い
こ
と
、
西
暦
年
（
１
６
１
０

年
）
と
元
号
年
（
慶
長
15
年
）

の
両
方
が
彫
ら
れ
て
い
る
も
の

と
し
て
も
、
日
本
で
最
も
古
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
は
多
く
の
キ
リ
シ
タ

ン
墓
碑
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
、
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
西
有
家
町
の
吉
利

支
丹
墓
碑
１
基
だ
け
で
あ
る
の

も
う
な
ず
け
る
気
が
し
ま
す
。

今
月
は
、
南
島
原
市
の
３
史
跡
の
一
つ
、

　
　
　
「
西
有
家
町
吉
利
支
丹
墓
碑
」
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

国指定史跡 吉利支丹墓碑胴面「花十字紋」拓本

背面「花十字紋」拓本
前面「碑文」拓本

墓碑全体像〔縦121cm×幅56cm×高さ39cm〕

●碑文には
   FIRI  SACYE

   MO  DIOG  XONE

   83  GOX  IRAI  1610

   IVG  16  QEICHO  15

●訳分
　ヒリ作右衛門ディオゴは、
　1610年・慶長15年10月
　16日の出生以来（83歳）
　まで生きた。

※８３は、昭和４年出土当時、目撃した人の記憶による。

第
26
回 

深
江
町
産
業
ま
つ
り

第
26
回 

深
江
町
産
業
ま
つ
り

明
日
の
特
産
品
は
み
ん
な
の
知
恵
と
工
夫
か
ら

第
18
回 

夢
・
手
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
祭
り

第
18
回 

夢
・
手
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
祭
り

秋秋秋
の
お
祭
り

の
お
祭
り

の
お
祭
り

2009

問 市民生活部 健康対策課 健康事業班 ☎050（3381）5141  ℻0957（82）3086

第４回 南島原市

みんなが笑顔！心もからだも元気よく！今回のテーマ

「インフルエンザ感染拡大予防」
にご協力を！

外出の際はマスクを着用しましょう。地域での感染拡大
を防ぐためにも自己防衛（手洗い、外出時のマスク着用、
うがい）を心がけてください。

子どもたちにもわかるよう“ふりがな”、“簡単な言葉”で紹介しています。

CHAPTER.15

吉利支丹墓碑
き り し たん ぼ ひ

国指定史跡
（昭和34年7月24日指定）

●所在地：南島原市西有家町須川名松原240
●交　通：南島原市西有家庁舎より海側に徒歩10分、共同墓地内、
　　　　　白い十字架が目印

西
有
家
町

西
有
家
町

西
有
家
町

第
28
回時間：午前10時～午後5時まで

場所：西有家町須川商店街
時間：午前10時～午後5時まで
場所：西有家町須川商店街
時間：午前10時～午後5時まで
場所：西有家町須川商店街

11/7土・８日

詳細は、広報南島原
10月号をご覧ください。

広報 2009.11 12広報 2009.1113



●開 催 日：11月22日㈰ ※雨天決行
●集合場所・時間：各地区（バスにて送迎）
●参加資格：市民または市内勤務の人
●募集定員：先着40人
●参 加 料：無料
●持 参 品：弁当、飲み物、タオル、帽子
※弁当を１個500円で注文します（要予約）。
●申込方法
　①名前 ②住所 ③電話番号 ④集合場所 
　⑤弁当注文の有無
※電話、℻、Ｅメールで申し込みください。
●申込期限：11月16日㈪ 午後５時まで

募 集 要 項

●開催日時：11月28日土 午前９時～ ※雨天決行
●集合場所：雲仙岳災害記念館駐車場（島原市平成町1番地 1）  ※送迎バスあり
●参加資格：島原半島に居住または勤務する人
●募集定員：各コース先着40人
●持 参 品：飲み物、タオル、帽子　※足元が悪い場所を歩きますので、歩き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やすい服装、靴でご参加ください。
●参 加 料：一人1,000円（弁当代など）
●申込方法：①名前 ②住所 ③電話番号 ④希望コース ⑤バス乗車場所
　　　　　　※電話、℻、Ｅメールで申し込みください。
●申込期限：11月９日㈪ 午前８時30分～11月18日㈬ 午後５時
　　　　　　※ただし定員になり次第締め切ります。

●開催日時：11月29日日 午後１時30分～４時30分
●会　　場：九十九ホテル（島原市秩父が浦町3552-53）
●参 加 料：無　料（定員400人）
●基調講演：尾池　和夫氏　日本ジオパーク委員会委員長・京都大学元総長
　　　　　　渡辺　真人氏　日本ジオパーク委員会事務局・舩山龍二氏　㈳日本ツーリズム産業団体連合会会長

募 集 要 項 バ ス 時 刻 表（加津佐出発）

地 区 出発時間集　合　場　所

9：15

9：05

8：50

8：40

8：30

8：10

8：00

●集合場所・時間（各地区バスにて送迎）

8：25

到着時間

16：40

16：30

16：15

16：05

15：55

15：35

15：25

15：50

前浜海水浴場（交番前）加津佐

口之津庁舎前駐車場口之津

南 有 馬 庁 舎南有馬

北有馬保健センター北有馬

西 有 家 庁 舎西有家

有 家 庁 舎有  家

世 紀 の 泉布  津

深 江 体 育 館深  江

※到着時間については前後する可能性があります。

地 区 出発時間集　合　場　所
7:25

7 :35

7 :50

8 :00

8 :10

8 :30

8 :40

8 :15

到着時間
17:40

17:30

17:15

17:05

16:55

16:35

16:25

16:50

前浜海水浴場（交番前）加津佐

口之津庁舎前駐車場口之津

南 有 馬 庁 舎南有馬

北有馬保健センター北有馬

西 有 家 庁 舎西有家

有 家 庁 舎有  家

世 紀 の 泉布  津

深 江 庁 舎深  江

　９月27日、南島原市の各地を巡る南島原ツアー第４弾「ジオツアー」が行
われました。これは、世界ジオパークネットワークに加盟・認定を受けた島原
半島ジオパークのうち、南島原市のジオサイトを巡るもので、大野木場砂防み
らい館など６カ所を巡りました。この日は、世界ジオパークの認定を受けたば
かりとあって、大勢の参加がありました。
　現地では、今私たちが住んでいる大地がどうやってできたのか、実際に地層
や石など見ながら説明があり、参加者からは、「普段なにげなく見ていた景色
が今後は違って見えそう」、「初めて知ることばかりで驚きの連続でした」、
と大好評。参加者は、ジオパークについて、
楽しく学んでいました。

　知っているようで知らない私たちが住む南島原市のこと。
　市民の皆さんに多くの地域資源を知っていただくため、
「もっと南島原ツアー」と銘打って観光ツアーを開催しています。
　このツアーも今回で６回目を迎え好評をいただいており、先日のジオ
ツアーに続き今回は、博物館めぐりを実施します。
　今回が、今年度最後の「もっと南島原ツアー」になりますので、多く
の皆さんの参加をお待ちしています。

企画振興部  商工観光課 　☎０５０（３３８１）５０３２　℻０９５７（８２）３０８６
E-mail: kankou@city.minamishimabara.lg.jp　※詳細についてはお問い合わせください。

申し込み・お問い合わせ

主催：島原半島ジオパーク推進連絡協議会 　☎０９５７（６５）５５４０　℻０９５７（６５）５５４２
E-mail: geopark@city.shimabara.lg.jp　※詳細についてはお問い合わせください。

申し込み
お問い合わせ

①雲仙岳災害記念館 → ②土石流被災家屋保存公園 → ③旧大野木場小学校被災校舎 → ④ビジター
センター別館（昼食） → ⑤雲仙お山の情報館 → ⑥仁田峠第二展望台 → ⑦千本木展望所 → ⑧平成
新山ネイチャーセンター → ⑨北上木場 → ⑩雲仙岳災害記念館

平成噴火をたどるコース

①雲仙岳災害記念館 → ②深江・布津断層（車窓） → ③仁田峠第二展望台 → ④やまびこ会館（昼食） 
→ ⑤雲仙地獄 → ⑥小浜温泉 → ⑦千々石展望台 → ⑧雲仙岳災害記念館

①雲仙岳災害記念館 → ②深江・布津断層（車窓） → ③龍石海岸 → ④原城跡 → ⑤原城文化センタ
ー（昼食） → ⑥早崎海岸 → ⑦金浜断層（車窓） → ⑧諏訪の池 → ⑨雲仙岳災害記念館

温泉・断層を巡るコース

島原半島のなりたちコース

※時間は、前後する可能性があります。

もっと南島原ツアー2009
第６弾 博物館めぐり
ツアー参加者募集中‼

もっと南島原ツアー第４弾

「ジオさらく」とは、ジオサイトを
ぶらぶら見てまわる意味の島原半島の方言

世界ジオパーク
ネットワーク加盟記念

口之津早崎で説明に聞き入る参加者

9：30～10：30（60分）
❶口之津歴史民俗
　資料館（口之津町）

10：50～11：30（40分）
❷北村西望記念館
  （南有馬町）

11：40～12：20（40分）
❸原城文化センター
 （南有馬町）および昼食

13：20～13：40（20分）
❹ありえコレジヨ
　ホール（有家町）

❺旧大野木場小学校
　被災校舎・砂防み
　らい館（深江町）

　深江埋蔵文化財・
　噴火災害資料館
  （深江町）

　島原半島ジオパークは、8月22日に国内第１号で世界ジオパ
ークネットワークに仲間入りしました。
　この加盟を記念して、島原半島の貴重な地質遺産をバスで巡る
「島原半島ジオさらく」と、記念講演会「ジオパークを語る」を
開催します。皆さんの参加をお待ちしています。

14：05～15：15（70分）

11 22日
開催

11月16日㈪締切
先着40人
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秋
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「
町
民
体
育
祭
」。
今
年
は
、

加
津
佐
町
を
皮
切
り
に
、
口

之
津
町
、
北
有
馬
町
、
西
有

家
町
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
競
技
、
真

剣
勝
負
の
リ
レ
ー
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

澄
ん
だ
秋
空
の
下
、
笑
い

の
絶
え
な
い
さ
わ
や
か
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　これは、五穀豊穣を祈り、毎年秋に行われている
もので、今年は、坂上下地区の児童１８人が奉納。
　児童は、えぼしなどの独特な伝統衣装に身をつつみ、
保護者の笛の音に合わせ、懸命に太鼓をたたきました。
　笛と太鼓の音に彩られた 2日間となりました。

　市長から、イオン九州㈱ジャスコ有家店の永田店
長に３０，２６０個のペットボトルキャップを贈り
ました。これは、社会貢献活動の一環として行って

いるもので、職員に呼び
掛け、市役所庁舎から排
出されるペットボトル
キャップを５月から回収。
回収されたペットボトル
キャップは、同社が売却
し、その売上金をユニセ
フを通じて予防接種を受
けられない発展途上国の
子どもたちへのワクチン
接種に役立てられます。

　この試みは、公共交通機関に乏しい山間部などで試
験的にタクシーを運行するもので、12月30日まで試験
的に実施されます。
　料金は大人３００円、子ども１００円。利用方法など
が町ごとに違うため、利用する場合は、ホームページま
たは、別に配付しているチラシをご覧ください。

　県内外から７５００人が参加し、「未来へと　夢をつな
いで　育てるみどり」を大会テーマに、皇太子さまをお
迎えして行われました。まず、皇太子さまが、天皇・皇
后両陛下がお手植えしたヒノキのお手入れを行いました。
その後、式典や表彰、ダンスなどが行われ、参加者は、
緑の大切さを考える良い機会となりました。

　この稲刈りは、同校の５年生、６年生が農業
体験学習の一環として、NPO法人「原城三七
〇年の会」と新切小学校の児童２４人が行った
ものです。子どもたちは、５月に自分たちで植
えた稲を、1株ずつ丁寧に刈り取り、束にし
て、天日に干しました。

　

講
演
に
先
立
ち
、
第
３
回
人
権
啓
発
標
語
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
小
学
生
低
学
年
の
部
な
ど
４
部
門
、
30
作
品
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
林
田
ス
マ
さ
ん
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講

演
。「
男
女
共
同
参
画

社
会
と
は
、
そ
の
人
が
、

そ
の
人
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
で

あ
る
」
と
参
加
者
に
訴

え
ま
し
た
。　
　
　

※すでに無料コミュニティバスを運行している深江町では運行しません。

　市内の畜産農家が愛情を込めて育てた肉用
牛１０１頭が出品。毛なみや体形の美しさを
競いました。平成２４年度には、長崎で全国
和牛能力共進会が開催される予定ということ
もあって、関係者からは、いつもよりも熱の
入った審査、アドバイスが行われている様子
でした。
　最優秀賞である名誉賞は、南有馬町植松榮
さんが飼育している「ゆうこの６」号が選ば
れました。そのほかの成績は次のとおりです。
おめでとうございました。

生体の部最優秀賞 
黒毛和種 
第１部　ゆりひら　( 深江 )    林田　敏幸
第２部　さくら　　( 有家 )　 髙田　紳次
第３部　くみこ　　( 深江 )　 大平　健次
第４部　ゆうこの６( 南有馬 ) 植松　　榮
 （名誉賞） 
褐毛和種 
経　産　第四ひの　( 有家 )　 髙田　紳次
団体の部 
優　勝　深江地区
準優勝　有家地区
３　位　南有馬地区
共励会（枝肉の部） 
最優秀賞　（深江）　伊藤　嘉邦

　戦争の悲惨さを写真パネルにして展示した
「平和祈念展」には、平和を願う多くの市民が
訪れました。また、同時開催の「戦争体験の
労苦を語り継ぐ集い」では、島原市の元島和
男さんが、シベリアでの抑留生活について講
演。戦争の悲惨さを語りました。

各地で地区体育祭 ～10月４日・11日 市内各地～

郷
土
芸
能
の
浮
立
を
披
露

〜
10
月
７
日
・
８
日  

北
有
馬
町
春
日
神
社
〜

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
寄
贈

〜
９
月
29
日　

市
長
室
〜

乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
開
始

〜
10
月
１
日
、市
内
各
地
〜

全
国
育
樹
祭
〜
10
月
４
日
、県
立
百
花
台
森
林
公
園
〜

新
切
小
学
校
稲
刈
り

〜
９
月
15
日
、新
切
小
学
校
〜

男
女
共
同
参
画
講
演
会

〜
10
月
８
日 

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
〜

平
和
祈
念
展

〜
９
月
26
日
〜
28
日 

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
〜

第４回南島原市畜産共進会
～10月６日
　　有家総合運動公園サブグラウンド～

夏
休
み
に
練
習
し
た
成
果
が
こ
こ
に
！

100歳おめでとうございます
 ～いつまでもお元気で～

荒
木
ハ
ツ
ヲ
さ
ん
（
布
津
町
）

明
治
42
年
10
月
５
日
生
ま
れ

（北)負けないぞー。小さくたって必死です。（西）急ぐとなぜか入らないんです。

（加）園児たちも一生懸命！

(口)みんな真っ白。なんだか嬉しそう。

名誉賞を受賞した「ゆうこの６」と植松榮さん
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　

江　

あ
ぜ
つ
第
２
団
地（
１
戸
）

・
布　

津　

新
田
団
地　
　
　
（
１
戸
）

・
有　

家　

蒲
河
団
地　
　
　
（
１
戸
）

・
口
之
津　

仲
町
団
地　
　
　
（
１
戸
）

・
口
之
津　

早
崎
団
地　
　
　
（
２
戸
）

・
加
津
佐　

泉
が
丘
団
地　
　
（
１
戸
）

・
加
津
佐　

旭
団
地　
　
　
　
（
６
戸
）

※

こ
れ
以
外
に
も
追
加
募
集
を
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

11
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮　

12
日
間

●
入
居
資
格
条
件

・
収
入
の
基
準
に
該
当
す
る
な
ど
、
こ

　

ち
ら
の
指
定
す
る
条
件
を
全
て
満
た

　

す
人
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
）

●
入
居
者
の
決
定

　

資
格
要
件
を
満
た
し
た
申
込
者
の
数

　

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公

　

開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

11
月
20
日
㈮　

午
後
２
時

　

南
有
馬
庁
舎
３
階　

中
会
議
室

問 
建
設
部 

都
市
計
画
課

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
６
７

平
成
21
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
説
明
会

と 

11
月
19
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

ば 

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

※

そ
の
他
の
会
場
で
も
実
施
し
て
い
ま

　

す
。
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
、
事
前
に
郵
送
し
た
資
料
を

　

必
ず
持
参
願
い
ま
す
。

お 

島
原
税
務
署 

法
人
課
税
部
門 

源

　
泉
所
得
税
担
当

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
８
１
８

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の「
電
話
音
声・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー
ビ
ス
」の
終
了

　

さ
ま
ざ
ま
な
税
に
対
す
る
質
問
に
答

え
る
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
。
こ
の
う
ち

「
電
話
音
声
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー
ビ

ス
」を
11
月
30
日
に
終
了
し
ま
す
。な
お
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

ー
は
、
引
き
続
き
充
実
し
て
い
く
予
定

で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
、
島
原
税
務
署
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
も

ち
ろ
ん
、
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
で
相
談
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
（
音

声
案
内
で
ご
案
内
し
ま
す
）。

お 

島
原
税
務
署 

総
務
課

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
２
８
１

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
２
０
０
９
島
原
半
島

　
『
乳
が
ん
か
ら
女
性
を
守
ろ
う
』
〜

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
た
め
に
〜

と 

11
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

託
児
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

ば 

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

な●
講
演
会
、
映
画
上
映
、
乳
腺
科
医
師

　

に
よ
る
乳
が
ん
相
談
、
乳
が
ん
自
己

　

検
診
の
実
演
な
ど

●
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
無
料
検
診

対 

半
島
に
住
む
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

　

診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
30
歳
以
上

　

の
女
性
（
乳
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

対
象
年
齢
を
除
く
）

も 

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

　

ィ
無
料
検
診
希
望
」
と
書
い
て
①
住

　

所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
応

　

募
の
動
機
や
乳
が
ん
検
診
へ
の
思
い

　

を
明
記
の
上
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

〆 

11
月
10
日
㈫ 

当
日
消
印
有
効

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
50
人
）

お 

活
水
女
子
大
学
看
護
学
部　
看
護

　
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
内 

ピ
ン
ク
リ

　
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
島
原
半
島

　
実
行
委
員
会

　
☎
０
９
５
７
（
２
７
）
３
０
４
８

　
　
　
（
月
・
水
・
金
の
み
受
け
付
け
）

　

〒
８
５
６
ー
０
８
３
５　

長
崎
県
大

　

村
市
久
原
２
丁
目
１
２
４
６
ー
３

巡
回
法
律
相
談
所
開
設

　

長
崎
県
弁
護
士
会
主
催
、
市
共
催
に

よ
り
巡
回
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

民
事
・
家
事
・
刑
事
・
行
政
な
ど
に
関

す
る
す
べ
て
の
法
律
相
談
が
で
き
ま
す
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

　

れ
ま
す
。

と 

11
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
〜
５
時

ば 

原
城
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

定 

８
人
（
要
予
約
）

※

11
月
２
日
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま

　

す
（
事
情
に
よ
っ
て
は
受
け
付
け
で

　

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

お 

市
民
生
活
部 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
室

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
３
５

〜
借
金
で
お
困
り
の
方
へ
〜

司
法
書
士
相
談
会

　

長
崎
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
主
催
、

市
共
催
で
司
法
書
士
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
借
金
の
問
題
は
、
法
律
の
専
門

家
へ
の
相
談
が
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

借
金
以
外
の
相
談
（
不
動
産
、
契
約

　

関
係
な
ど
）
も
受
け
付
け
ま
す
。

と 

11
月
21
日
㈯ 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

ば 

西
有
家
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

り 

無
料

も 

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お 

市
民
生
活
部 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
室

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
３
５

〜
介
護
予
防
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
せ
ん
か
〜

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
演
会

　

生
き
て
い
る
限
り
必
ず
訪
れ
る
「
老

い
」。
で
す
が
、
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
楽
し
さ
、
重
要
性
を
交

え
な
が
ら
、「
元
気
で
長
生
き
の
コ
ツ
」

を
お
教
え
し
ま
す
。

定 

５
０
０
人

と 

12
月
１
曰
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

ば 

島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ
ア
リ

　

ー
ナ
）｢

多
目
的
ホ
ー
ル｣

　

島
原
市
平
成
町
２
ー
１

な 

演
題｢

筋
ト
レ
、
脳
ト
レ
で
元
気
に

　

長
生
き
！｣

・
講
師　

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都

　

健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー　

自
立
促

　

進
と
介
護
予
防
研
究
チ
ー
ム
専
門
副

　

部
長　

大
渕
修
一
氏

り 

無
料

も 

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お 

㈶
長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団

　
介
護
実
習･

普
及
課

　
☎
０
９
５
（
８
４
７
）
５
２
１
２

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援

し
ま
す

　

長
崎
県
は
、
昨
年
度
に
引
続
き
、
中

小
企
業
経
営
緊
急
安
定
化
対
策
資
金

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
）を
創
設
し
、

中
小
企
業
の
経
営
を
支
援
し
ま
す
。

な 

融
資
限
度
額
２
，
０
０
０
万
円
以

　

内
で
運
転
資
金
の
貸
付
を
実
施
し
ま

　

す
。
事
業
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お 

企
画
振
興
部 

商
工
観
光
課

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
３
２

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

と 

11
月
25
日
㈬
・ 

26
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

ば 

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　

消
防
本
部

　

島
原
市
新
馬
場
町
８
７
２
番
地
２

り 

３
，
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

〆 

11
月
13
日
㈮ 

当
日
消
印
有
効

お 

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
消
防
本
部 

予
防
課

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
５
８
５
７

※

法
改
正
、
ご
存
知
で
す
か
？

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
、
収
容
人

　

員
10
人
以
上
の
要
介
護
状
態
に
あ
る

　

者
を
入
居
さ
せ
る
施
設
で
は
、
面
積

　

に
関
係
な
く
、
防
火
管
理
者
の
選
任

　

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

長
崎
県
医
学
修
学
生
募
集
に
つ
い
て

　

長
崎
県
で
は
、
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
離
島
の
病
院
な
ど
に
勤
め
て
い
た

だ
け
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
修
学
資
金
を

貸
与
し
て
い
ま
す
。

対 

大
学
医
学
部
学
生
（
若
干
名
）

〆 

11
月
30
日
㈪

も 

ま
ず
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

お 

長
崎
県
医
療
政
策
課 

地
域
医
療
班

　
☎
０
９
５
（
８
２
４
）
１
１
１
１

　
〒
８
５
０
ー
８
５
７
０ 

長
崎
市
江

　
戸
町
２
ー
13

ご
寄
附
あ
り
が
と
う　

　
　
　
　

  

ご
ざ
い
ま
す

平
成
21
年
９
月
分

　

次
の
方
か
ら
、
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
敬
称
略
ー　

▼
教
育
寄
附

・
井
口　

敬
次（
南
有
馬
町
甲
）

・
協
同
組
合
北
有
馬
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

セ
ン
タ
ー
パ
ロ
ス（
北
有
馬
町
戊
）

●日　時　11月12日㈭　午前10時～
●会　場　ありえコレジヨホール
問 南島原市戦没者慰霊奉賛会事務局（南島原市社会福祉協議会内） ☎0５０（3536）2011

　祖国のため尊い犠牲となられた３,９５７余柱の南島原市出身戦没者のご遺徳を偲び、その御霊に感謝
の誠を捧げるとともに、我が国の恒久平和を祈念するため追悼式を実施いたします。
※ご遺族や一般市民の皆さんお誘い合わせのうえ、多数ご参加くださいますようお願いいたします。

お問い合わせは
南島原市役所
☎050-3381-5000

平成21年９月末日現在

53,342（－62）

24,962（－36）

28,380（－26）

18,639（－5 ）

＊省略文字説明
　と：日　時　ば：場　所
　な：内　容　定：定　員
　り：料　金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申込方法
　問：お問い合わせ

長崎県の最低賃金　1時間629円 長崎労働局賃金室 ☎095（801）0033
http:/www.nagasaki.plb.go.jp

必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も

長崎県同和問題啓発強化月間
11月11日～12月10日は… 「じんけんは　21世紀のキーワード」

同和問題を正しく理解しましょう
長崎県・長崎県教育委員会
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　むし歯のしくみ、ご存知ですか。むし歯のできやすさは、幼児期の取り組み（口腔ケア）に大きく左右される
ことがわかっています。市では、虫歯予防、歯周病予防の観点から、幼児期からのフッ化物洗口の推進に力を入
れています。耳慣れない「フッ化物洗口」ですが、その取り組みと効果について、研修会を行います。　たくさ
んの皆さんの参加をお待ちしています。

と 12月４日㈮　午後7時（受付）、午後７時20分（開会）
ば ありえコレジヨホール
な 講演「フッ化物洗口実施に向けての理解」  講師 長崎大学医歯薬学総合研究科 歯学系 歯学博士　飯島 洋一氏
　 発表「フッ化物洗口５年間の歩み」　南有馬小学校 校医 菅歯科医院院長　菅　徳明氏
　 　 「フッ化物洗口の実践発表」　南有馬小学校 養護教諭　多田 美加氏
※フッ化物洗口とは…フッ化物で口をすすぐことにより歯の表面を強化するむし歯予防の方法です。

問 市民生活部 健康対策課 健康事業班  ☎050（3381）5141

フッ化物応用推進研修会幼児期の取り組みがとても大切です。

　

の
木
造
住
宅

・
申
請
者
本
人(

税
金
の
未
納
が
な
い

人)

が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

も 

ま
ず
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

問 

建
設
部 

都
市
計
画
課

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
６
７

11
月
は
、「
労
働
時
間
適
正
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
」
で
す

　

長
崎
労
働
局
で
は
、
過
重
労
働
、
賃

金
不
払
い
残
業（
サ
ー
ビ
ス
残
業
）な
ど
、

労
働
時
間
に
関
す
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
無
料
）
を
設
置
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と 

11
月
21
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

お 

長
崎
労
働
局

　
☎ 

０
１
２
０
（
７
９
４
）
７
１
３

　
　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

地
震
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
ず
、

生
命
に
か
か
わ
る
甚
大
な
被
害
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
の
安
全
を
図
り
、
明
日
の
万
一

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

耐
震
診
断

　

申
し
出
に
よ
り
、
市
が
契
約
す
る
建

築
士
事
務
所
協
会
の
診
断
士
が
、
訪
問

し
、
調
査
し
ま
す
。

診
断
費
用　

１
５
，
０
０
０
円

※

総
費
用
４
５
，
０
０
０
円
の
う
ち
、

　

３
０
，
０
０
０
円
は　

市
が
負
担
し

　

ま
す
。

耐
震
改
修

　

｢

危
険｣

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震

改
修
工
事
に
対
し
、　

30
万
円
を
上
限

に
、
工
事
費
の
１
／
２
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
改
修
工
事
を
依
頼
で
き
る
事

業
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
と
し
ま
す
。

①
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
島
原

　

半
島
内
の
業
者

②
建
築
士
が
施
工
管
理
を
行
う
場
合
の
、

　

島
原
半
島
内
の
業
者

対
象
と
な
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧
耐
震

　

基
準
で
建
設
さ
れ
た
３
階
建
て
以
下

平
成
22
年
度
自
治
医
科
大
学
入

学
者
募
集
に
つ
い
て

　

自
治
医
科
大
学
（
栃
木
県
）
で
は
、

離
島
・
へ
き
地
で
働
く
医
師
を
養
成
し

て
い
ま
す
。
入
学
金
や
授
業
料
な
ど
の

学
費
は
全
額
貸
与
さ
れ
、
卒
業
後
、
県

内
の
離
島
の
病
院
な
ど
に
一
定
期
間
勤

務
す
れ
ば
、
そ
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

●
出
願
期
間

　

平
成
22
年
１
月
４
日
㈪
〜
19
日
㈫

●
一
次
試
験

　

平
成
22
年
１
月
25
日
㈪
、
26
日
㈫

も 
長
崎
県
医
療
政
策
課
で
頒
布
す
る

　

申
し
込
み
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
に
よ
る
請
求
も
可
能
で
す
（
送

　

料
無
料
）。

お 

自
治
医
科
大
学 
学
事
課
教
務
第
１
係

　
☎
０
９
８
５
（
５
８
）
７
０
４
５

耐
震
の
診
断
、
改
修
工
事
を
助

成
し
ま
す

　

県
と
市
で
は
、「
安
全･

安
心
住
ま
い

づ
く
り
支
援
事
業
」
と
し
て
、
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
に
対

す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

の
開
催
に
つ
い
て

　

長
崎
県
美
術
館
で
、「
年
金
」
を
テ

ー
マ
に
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
21
世
紀
の
高
齢
化
社
会
を
担

い
、
将
来
の
公
的
年
金
を
支
え
る
こ
と

と
な
る
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
を
対
象

に
実
施
し
た
も
の
で
、
生
徒
た
ち
の
作

品
を
通
し
て
、
年
金
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
す
。

　

多
く
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ば 

長
崎
県
美
術
館 

運
河
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　

長
崎
市
出
島
町
２
番
１
号

と 

11
月
10
日
㈫
〜
11
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

り 

無
料

●
展
示
作
品

　

作
文
の
部　

入
賞
作
品

　
　
　
（
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の
部
）

　

ポ
ス
タ
ー
の
部　

応
募
全
作
品

お 

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
５
７
（
２
６
）
１
６
６
６

定期健診を受けなかった人は、50歳以降加齢とともに加速度的に歯を失っており、
80歳を超えると定期健診を受けた人の半分以下の歯しか有していない。

　

毎
日
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、「
健
康
な
歯
」
が
揃
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
。
し
っ
か
り
噛

む
こ
と
で
、
お
い
し
く
感
じ
、
食

べ
物
の
消
化
・
吸
収
も
良
く
な
り

ま
す
。

　

物
を
よ
く
噛
む
と
い
う
行
為
（
咀

嚼
）
は
非
常
に
大
切
で
、
噛
む
こ

と
で
分
泌
さ
れ
た
唾
液
が
、
細
菌

を
洗
い
流
す
た
め
、
歯
周
病
、
虫
歯
、

口
臭
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
噛
む
こ
と
で
満
腹
中
枢
が

刺
激
さ
れ
、
食
べ
す
ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。

　

歯
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
な
い
場
合
も
自
分
に
あ
っ

た
義
歯
で
噛
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

歯
を
失
う
主
な
原
因
は
「
む
し

歯
」と「
歯
周
病（
歯
槽
膿
漏
な
ど
）」

で
す
。
特
に
歯
周
病
は
、
痛
み
な

ど
の
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い

た
め
、
気
付
い
た
と
き
に
は
手
遅

れ
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

最
近
の
研
究
で
は
、
歯
周
病
が
、

全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
歯
が
少
な

い
人
ほ
ど
認
知
症
の
割
合
が
高
い

こ
と
な
ど
、
歯
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
歯
み
が
き
な

ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
加
え
、
歯
科

医
師
や
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
専
門

家
に
よ
る
ケ
ア
を
併
せ
て
行
う
と

効
果
的
で
す
。

　

歯
が
痛
く
な
っ
て
か
ら
通
院
す

る
の
で
は
な
く
、
年
に
１
〜
２
回

は
歯
科
医
院
で
健
診
す
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
な
お
口
が
健
康
な
か
ら
だ

の
源
で
す
。

そ

し
ゃ
く

11月は「児童虐待防止推進月間」です

虐待が疑われたら、すぐに連絡を‼（秘密は厳守されます）
福祉事務所 地域福祉課　☎０５０（３３８１）５０５１
子育てテレフォン   　☎０９５７（８２）３８３７

言葉にできない子どもの悲鳴を
見ない、聞かない、も虐待です。

守ろうよ
未来を見つめる
小さなひとみ

身体的虐待、 性的虐待、 心理的虐待、 保護・養育の怠慢・拒否（ネグレクト）

長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

※祝日は、前日のテープが流れます。

高齢者の肺炎月
腰痛を防ぐために火
インフルエンザ水
耳鳴り木
怒りっぽい老人金
急に起こったタマの痛み土・日

11月

休日在宅当番医 電話番号 町 名日

８７-３０００森 医 院 加津佐町

85-3550本 多 歯 科 医 院 南有馬町

１
日

８５-２００２本多南光堂医院 南有馬町
８２-２２２５内 田 医 院 西有家町

62-4579大 場 歯 科 医 院 島原市

86-3122八 木 歯 科 医 院 口之津町

８
日

８６-３２２６哲 翁 病 院 口之津町

62-2901い な だ 歯 科 島原市
87-3163山 崎 歯 科 医 院 加津佐町

29
日

８２-１８２２坂 上 整 形 外 科 有家町

※変更になる場合がございますので、
　必ずお電話でご確認ください。

８２-０８３２永田内科泌尿器科医院 西有家町

８５-３６９０菜の花クリニック 南有馬町

85-3110草 野 歯 科 医 院 南有馬町

３
日 62-4745喜 多 歯 科 医 院 島原市

８２-８８２２石 川 内 科 医 院 西有家町

62-5026吉 田 歯 科 医 院 島原市

８７-２０２８栗 原 医 院 加津佐町
８２-２０５１伊 崎 医 院 西有家町

86-5150渡 部 歯 科 医 院 口之津町

15
日 64-5077ま き 歯 科 島原市

８６-２２０５渡 部 眼 科 医 院 口之津町
８２-２４３０いその産婦人科 西有家町

86-4452み わ 歯 科 口之津町

22
日 62-4361はらぐち歯科医院 島原市

６５-７１００北有馬クリニック 北有馬町
７２-２０１７泉 川 病 院 深江町

87-4547立 川 歯 科 医 院 加津佐町

23
日 62-1180宮 﨑 歯 科 医 院 島原市

お
詫
び
と
訂
正

広
報
南
島
原
10
月
号
11
ペ
ー
ジ
の

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」
記
事
内
の

「
創
価
大
学
」
は
、
「
長
崎
総
合
科

学
大
学
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

0

5

10

15

20

25

30
歯数

27 27 26.126
23.823.2

22

18.6 19.5

10.9

15.7

6.8

30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 年齢

定期健診を受けた人
歯が痛くなったときだけ
歯科医院へ行った人

定期健診受診の有無による残存歯数（１人平均）

　南島原市ではひまわりプランの推進を行っています。
　その一環として、健康づくりに取り組んでいる団体を
紹介しています。あなたの周りの団体を右記までお知ら
せください。

ひまわりプラン応援団体大募集
「ひまわりプランだより｣であなたの団体を
紹介してみませんか。

No.28

南島原市健康づくり計画

市民生活部 健康対策課 健康政策班  ☎050（3381）5141

休日在宅
当番（歯科）医11月
当  番  医  午前９時～午後５時
当番歯科  午前９時～正午

　

歯
は
一
生
使
う
も
の
。
今
回
は
、
歯
や
歯
ぐ
き
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

11
月
８
日
は
、「
い
い
歯
の
日
」で
す

1

1

8

犯罪被害者週間
11月25日～12月1日は…

広報 2009.11 20広報 2009.1121
犯罪被害者等に対する問題を社会全体で考え、ともに支え合う、誰も
が安全に安心して暮らすことができる社会の実現をめざす運動です。
　問 市民生活部　人権男女共同参画室　☎０５０（３３８１）５０３



　事　業　名　 時　　　間 場　　　所実  施  日

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所実  施  日

健 康 相 談

９日㈪ 深 江 公 民 館

9：30～11：30

10日㈫ 西有家保健センター

12日㈭ 口之津保健センター

16日㈪ 有家保健センター

17日㈫ 北有馬保健センター

20日㈮ 原城オアシスセンター

27日㈮ 布津保健センター

26日㈭ 加津佐保健センター

事　業　名 実　施　日 時　　　間 場　　　所

婦 人 検 診

布津保健センター

西有家あけぼの会館

原城オアシスセンター

20日㈮

24日㈫・25日㈬

26日㈭・27日㈮

8：30～11：00(受付)
13：00～15：00(受付)

事　業　名 実　施　日 時　　　間 場　　　所

原 爆 健 診
原城オアシスセンター

北有馬保健センター
18日㈬

10：00～11：00(受付)

13：00～14：00(受付)

献　血
◎実施日・場所
　11日㈬　深江ふるさと伝承館
　18日㈬　南有馬庁舎
◎実施時間
　９：30～11：00・12：20～15：30

お  知  ら  せ

両 親 学 級 ※
20日㈮

６日㈮ 有家保健センター

加津佐保健センター
19：00～21：00

３ 歳 児 健 診 
19日㈭

５日㈭ 有家保健センター

加津佐保健センター

２ 歳 児 歯 科 健 診

25日㈬

27日㈮

12日㈭ 有家保健センター

加津佐保健センター

北有馬保健センター

12：30～12：45（受付）１ 歳 ６ カ 月 児 健 診

17日㈫ 布津保健センター12：30～12：45（受付）

乳 児 相 談
20日㈮

24日㈫

26日㈭

18日㈬ 有家保健センター

北有馬保健センター

布津保健センター

口之津保健センター

9：00～14：00

10：00～15：00

9：00～14：00

10：00～15：00

※ビデオ運動「楽しくエクササイズ」もあります。

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所実  施  日

メタボって何？ ５日㈭ 原城オアシスセンター14：00～15：00
※講師「さとう内科医院　佐藤 克昭 氏」

※１ 内容：赤ちゃんのヒミツ

※肺がん検診、大腸がん検査同時実施

　介護予防・認知症予防・脳卒中予
防を目的に、公開講座を実施します。
　脳卒中、リハビリなどの専門家が、
わかりやすくお話しします。
　皆さんの参加をお待ちしています。

❶ 午前の部（午前10時～正午）
テーマ：「元気で長生きのために」
◆講演：「脳を活性化するために！」
◆寸劇：「認知症でもだいじょうぶ 
　町づくり」 －安心して暮らせる町へ－

❷ 午後の部（午後１時～４時）
テーマ：「私と私の大切な人のために」
－脳卒中にならないように何ができるのか、

　　　 脳卒中になっても負けないために－

◆シンポジウム：「島原地区で脳卒
　中になっても負けないために」
◆講演：「脳卒中を予防するために
　心がけること」
◆講演：「脳卒中のリハビリの役割」

お 県南地域リハビリテーション
　 広域支援センター（池田病院内）
    ☎０９５７（６２）３０４３

▼加津佐図書館
・『読書週間ポスター』展示
　11月１日㈰～29日㈰
▼口之津図書館
・『図書館クイズ～図書館の達人をめざせ～』
　11月１日㈰～29日㈰
▼西有家図書館
・『毎日おはなし会』
　10月27日㈫～11月８日㈰
　毎日16時30分～（※月曜日を除く）
・『秋の野点』
　11月３日㈷・㈫　10時30分～11時30分
・『雑誌リサイクル』
　10月27日㈫～なくなり次第終了
▼有家図書館
・『図書館まつり』 11月８日㈰ 10時30分～
　〈図書館まつりの内容〉
　◆おはなし会…10時30分～11時30分
　◆ブックリサイクル…おはなし会終了後～終日
　◆工作教室 ※要申込み…14時～14時30分　
　◆図書館まつりスペシャルクイズ…13時～終日
▼深江ふるさと伝承館図書室
・『工作ひろば』 ※要申込み 
　11月１日㈰ 14時～15時
・『ブック・リサイクル』
　11月１日㈰～７日㈯まで

【応募締切】　
【応募規定】
①作　　品：版画に限る（銅版・木版・紙版等表現手法は自由）
②課　　題：自由（セミナリヨにこだわるものではない）
③募集部門：
　第１部門／小学生　　　　第２部門／中学生
　第３部門／高校生・一般　第４部門／グループ作品
④大 き さ：第１・２部門…四切以下（379mm×538mm）
　　　　　　第３部門………全紙以下（765mm×1085mm）
　　　　　　第４部門（グループ作品）…自由
　　　　　　〔※八つ切サイズ以下は、四つ切程度の台紙をつけること〕
⑤応募点数：一人一点とする（グループ作品を除く）
※ホームページでも詳しく掲載しておりますのでご覧ください。

人生、50からが本舞台。
「楽天」は世を生きる知恵、女の底力…。
著者が 50 代から 60 代にかけて書いた
作品の中から、「コレ」と思ったものを
選び出して編さん。

『樂天道』
佐藤 愛子 著／海竜社

12：30～12：45（受付） 江戸の匂いも残る日本橋の一角で発見さ
れた、ひとり暮らしの 40 代女性の絞殺
死体。彼女に何が起きていたのか。着任
したばかりの刑事・加賀恭一郎は、謎を
解き明かすため、未知の土地を歩き回る。
『小説現代』掲載を書籍化。

▼口之津図書館からのお知らせ
　★本の配置が変わりました。
　・蔵書整理休館中に本の配置を変えました。
　・１階児童室と２階の一部の本を移動しました。
　※本が探しやすくなるように移動・整理を行いましたが、　
　　お探しの本が見つからないときは、職員にお尋ねください。
　★ブックリサイクル実施中
　・10月24日から、引き続きブックリサイクルを実施中です。

『新参者』
東野 圭吾 著／講談社

「脳卒中に負けないために」
「元気で長生きのために」

●主 催：セミナリヨ版画祭実行委員会
●共 催：南島原市・南島原市教育委員会

問 南島原市教育委員会 生涯学習課内
　 セミナリヨ版画祭実行委員会係
　 〒859-2412 長崎県南島原市南有馬町乙1023番地
　 ☎050（3381）5082　℻0957（85）2767

第９回 戦国時代に西欧ルネサンスを
実践した歴史のまち 南島原市

開催期間：平成22年２月27日㈯～３月７日㈰（9日間）

平成22年１月８日㈮までに作品搬入（郵送可）

11月11月
●『母子保健』のお問い合わせ
　福祉保健部 福祉保健課  ☎050（3381）5050
●『献血／住民健診／被爆者健診／健康相談／健康づくり講話』のお問い合わせ
　市民生活部 健康対策課  ☎050（3381）5141

健康づくり講話 ～お腹まわり気になりませんか？　参加は自由です。～

住民健康診査 ～各健診の対象年齢や個人負担金等は、個別通知で確認してください～

被爆者健康診断 ～被爆者健康手帳または健康診断受診者証を持参ください～

母子保健 ～対象年齢などは、別途配付している「母子保健事業のお知らせ」をご覧ください～

健康相談 ～血圧測定、体組成測定、食生活や健康面で気になることの相談など～

vol.41

今月のおすすめ本

【お問い合わせ】
＊詳しいことは、館内ポスターや
　各図書館（室）でご確認ください。

平成21年度
し ま ば ら 半 島
市 民 公 開 講 座

加津佐図書館　☎050（3381）5119　口之津図書館　☎050（3381）5186
原城図書館　☎050（3381）5078　西有家図書館　☎050（3381）5155
有家図書館　☎050（3381）5046　深江ふるさと伝承館図書室　☎050（3381）5125

11月の各図書館行事とお知らせ

と 11月７日土
　  午前10時～午後４時
　（受付：午前９時30分～）
ば 島原市有明総合文化会館
　 グリーンウェーブ
    多目的ホール（２階）
り 無料
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●「年金相談」の予約は市民生活部市民課 ☎050（3381）5040にお問い合わせください。 
●「行政書士無料相談会」、「巡回法律相談所」、「司法書士相談会」の予約は市民生活部 人権・男女共同参画室 ☎050（3381）5035 にお問い合わせください。
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1㈰
2㈪
3㈫

4㈬
5㈭
6㈮

9㈪
10㈫

13㈮
14㈯

16㈪
17㈫

18㈬

問  企画振興部 企画振興課
　　　 ☎050（3381）5030

現金寄附1,099万3,147円 寄贈品（４件） 3,350万円相当現在累計
（平成21年８月末日現在）

NOV.11月NOV.11月
●文化の日
●もっと南島原ツアー2009 第５弾ジオツアー（アンコール）

12㈭
●年金相談 ＊要予約　南有馬庁舎 10：00～15：00
●行政相談　ありえコレジヨホール 17：30～19：00
●南島原市戦没者追悼式　10：00～
　ありえコレジヨホール

7㈯ ●みそ五郎まつり 西有家町須川商店街 ＊詳細P12
　10：00～17：00（まつりの夕べ 17：00～20：00）

15㈰ ●第４回 南島原市健康福祉まつり　9：30～13：30
　ありえコレジヨホール・有家保健センター ＊詳細P12

18㈬ ●巡回法律相談所 ＊要予約
　原城オアシスセンター 13:00～17:00  右上に続く

●行政相談　深江ふれあいの家 13：00～16：00
　西有家老人福祉センター 10：00～12：00
　北有馬ピロティー文化センター日野江 13：00～16：00
　加津佐公民館 13：00～16：00
●献血　南有馬庁舎 9：30～11：00・12：20～15：30

水に昆布、にぼし、かつおぶしでだしをとり、2000cc の
煮汁を作る。酒としょうゆで味をつける。
そうめんは、硬めにゆでてしっかり水洗いしておく。
じゃが芋をおろし金ですりおろしておく。
しめじ、しいたけ、大根、ニンジンを切っておく。
④を①の中に入れて、具材が煮えたらいったん取り出す。
③を①の中に入れてかき回しながら煮込む。その後、「とろみ」
がついたら⑤と②を入れ温まったら、器に盛り付け出来上がり。

①

②
③
④
⑤
⑥

そうめん ４束
じゃが芋 中３個
え の き １パック
しいたけ １パック
大 根 100ｇ
人 参 100ｇ
ね ぎ 少々
生 姜 少々
だし昆布 10㎝
に ぼ し 10匹
かつおぶし １パック
酒 大さじ１

薄口醤油 80cc

●材 料（4人分）

＊詳しいレシピはホームページにも掲載しています。

じゃが芋畑の白い花（中華風） 【福田モト子さん（チーム名 ： 嫁・姑）】
じゃが芋畑の白

い花（中華風）

●行政相談　布津公民館 13：00～16：00
　西有家老人福祉センター 10：00～12：00
　原城オアシスセンター 13：00～16：00

11㈬
●献血 深江ふるさと伝承館 9：30～11：00・12：20～15：30
●行政書士無料相談会 ＊要予約
　市民相談センター（西有家庁舎） 13：00～17：00

8㈰
●みそ五郎まつり 西有家町須川商店街 10：00～17：00
●南向きファミリー元気フェスタ 8：00～11：30
　南有馬運動公園グラウンド・体育館・武道場

11月１日～30日
全国青少年健全育成強化月間

11月９日～15日
秋の全国火災予防週間

11月12日～25日
女性に対する暴力をなくす運動

12/4㈮

20㈮

23㈪
24㈫
25㈬

27㈮
28㈯

30㈪
12/1㈫
12/2㈬
12/3㈭

19㈭ ●平成21年分給与所得の年末調整説明会
　ありえコレジヨホール 9：30～11：30 ＊詳細P18

26㈭ ●行政相談　ありえコレジヨホール 17：30～19：00
●交通事故巡回相談　島原市役所 10：00～16：00

29㈰ ●南島原史世界遺産講座 ＊詳細：10月号 P19
　原城文化センター 9：30～（要予約）

22㈰
●もっと南島原ツアー2009 第６弾博物館めぐり
●第18回 夢・手づくりふれあい祭り　9：00～16：30
　加津佐町岩戸グラウンド ＊詳細P12
●第26回 深江町産業まつり　9：30～15：00
　深江ふるさと伝承館 ＊詳細P12

21㈯
●司法書士相談会
　西有家総合学習センター 10：00～15：00
●第18回 夢・手づくりふれあい祭り　10：00～16：50
　加津佐町岩戸グラウンド ＊詳細P12

●勤労感謝の日

●献血 北有馬保健センター 9：30～11：00・12：20～15：30

●行政相談(11月４日と同刻・同所）

11月11日～12月10日
長崎県同和問題啓発強化月間

11月25日～12月１日
犯罪被害者週間

11月は、国民健康保険税（第３期）
の納期月です ※納期限は、11月30日㈪となっています。

入賞レシピのご紹介

２
０
０
０
㏄
程
度
の
だ
し
汁
用

【期間】11月21日土～23日月
【場所】南有馬体育館　　　　 

北村西望賞教育美術展・
古野賞科学技術展展覧会

第３回
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